
労働政策研究報告書

2011

JILPT：The Japan Institute for Labour Policy and Training

JIL
P

T

契約社員の人事管理と就業実態に関する研究

契
約
社
員
の
人
事
管
理
と
就
業
実
態
に
関
す
る
研
究

労働政策研究・研修機構

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構

No. 130

N
o
. 1
3
0
   2
0
1
1

The Japan Institute for Labour Policy and Training

　

定価：1,365円（本体 1,300円）



労働政策研究報告書　No. 130

2011

独立行政法人 労働政策研究・研修機構
The Japan Institute for Labour Policy and Training

契約社員の人事管理と就業実態に関する研究



ま え が き 

 

 経済のサービス化、グローバル化が進展するとともに、働く人々の意識が多様化するなか

で、いわゆる非正規雇用者が増加している。非正規雇用者の多くは、雇用保障の程度や賃金

水準が正社員と異なるため、このような変化は、企業経営や職場運営のあり方のみならず、

社会や経済のあり方にも大きな影響を与えると考えられる。 

 これら非正規雇用者の雇用の安定、処遇の向上に関連しては、2008 年 4 月に「改正パー

トタイム労働法」が施行され、また、目下「労働者派遣法」の改正法案が国会に上程されて

いるところである。これに対し、本報告書で「契約社員」と呼ぶ、直接雇用のフルタイム有

期契約労働者については、その適切な活用と労働条件の整備について特別に定める法律が存

在しないのが現状である。また、かれらの多くが、現在の仕事に対して相対的に強い不満を

表明していることが、各種統計調査より明らかになっている。 

 そこで、労働政策研究・研修機構（JILPT）では、プロジェクト研究「多様な働き方への

対応、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進に向けた就業環境の整備の在

り方に関する調査研究」のサブテーマとして、平成 21 年度から 22 年度の 2 カ年にかけて、

「契約社員の人事管理に関する研究」に取り組むこととした。同サブテーマにおいては、平

成 22 年 3 月に『契約社員の人事管理―企業ヒアリング調査から―』（JILPT 資料シリーズ

No.65）を刊行しているが、本報告書は、それらすでに公表されている成果も含め、2 年間

の研究成果を取りまとめたものである。 

 本報告書が、政策担当者をはじめ、企業経営者、人事担当者、さらには契約社員として働

く人々の参考になれば幸いである。 
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